
Ⅰ　はしがき
Ⅱ　養育開始令の条文と１次草案の解説

草案第29条まで……以上，本号
同　　30条以下……以下，次号（予定）

Ⅲ　むすび
〔参考資料〕現行・養育子令の条文など

Ⅰ　はしがき

（1）紹介の対象など
（a）対象とする法令
紹介の対象とするのは，タイトルに明示した

ように，養子縁組に関連する特別法の一つであ
る養育子に関する「連邦令」である。同連邦令
は，上記サブタイトルに示したように，2009年
６月５日付けで公表された，第１次草案
（Vorentwurf）である。この連邦令は，2011年１
月１日施行の予定である。

（b）これまでの規制
第１に，76年制定の現行の「養育開始令」が

制定される以前は，カントンの法令によって規
定されていた。76年命令は，カントンレベルで
の法令のうち，共通する諸原則を踏襲したもの
といわれている。もっとも，スイスの地方自治
は，わが国より遥かに強いこともあって，カン
トンの法令により，子の保護をより強化するこ
とは可能である（拙著・後掲『概説スイス親子法』
237頁を参照）。
第２に，本命令制定の中心的な目的の一つで

ある「養育子監督」という制度では，父母の家
庭外で成育する子の福祉に危険が生じる場所で
養育されることを予防する働きが期待されてい
る。
少し補足しよう。連邦令の中心規定は，養育

子の保護を目的とした，養育開始にさいする許
可制と，官庁の監督（制）にある。養育子監督
という制度は，父母の家庭以外で養育されてい
る子の保護に役立つことを目的とする。この制
度は，「子の保護」を定める民法の規定（307条
以下）の特則という地位を占める。
子の保護措置という制度は，旧親子法283条

では父母の義務違反となる態度を，親307条で
は子の福祉への危険を，それぞれ要件としてい
るが，養育子監督制度は，父母の家庭外で養育
されるすべての子の，一般的かつ予防的な保護
を目的としている。いい換えれば，同制度は，
通常の子の保護制度に対立するものではなく，
とくに子が著しい危険にさらされている場面で
は，子の保護制度を補充するものである。
第３に，さらに養育子監督制度の人的適用領

域についていえば，通常の子の保護制度（民307
条以下）よりも広い。すなわち，同制度は，親
権・後見に服する子，少年法上の手続による未
成年子，などが他人のもとで養育が開始される
場合にも適用される。これに対して事物面では，
有害な他人養育からの保護に制限されている。
適用範囲についても補足すれば，通常の子の

保護に関する規定が，養育子にも適用される
（たとえば，民307条２項・３項，310条１項・３項，

315条２項では，その旨が明示される）。わけても，
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①子が比較的長く養育親のもとで暮らし，父母
による子の取り戻しが子の精神的発達にとり著
しく危険となるときには，子の取り戻しを禁止
する権限を後見官庁に認めていること，および，
②子の保護を担当する後見官庁につき，養育親
の住所地での後見官庁に認めたことが注目され
る。

（c）３つの特別法
養子縁組に係わる法令としては，民法典中の

養子縁組に係わる規定（民264条－269条ｃの規定）
のほかに，下記の３つの特別法令が存在する。
①養子縁組令　　現行の「縁組仲介令」に相

応する命令である。全30か条ある。次号にて，
草案規定の翻訳と，草案の概要を紹介する予定
である。
②養育開始に関する命令　　現行の「養育開

始令」に相当する新法であって，全79か条ある。
現行の規則は30条であるので，草案は条数にお
いて，その倍以上の規定を予定していることに
なる。現行の養育子令は76年の制定（78年施行）
であるから，すでに30年以上経過していること
になる。本稿において紹介の対象とするのは，
この養育子令に関する改正草案である。
③縁組についての国際条約　　2008年11月９

日付けプレスレビュを参照されたい。スイス司
法省のホームページから，アクセスすることが
可能である。国際条約の内容は，スイスのよう
に隣国と陸続きであり，かつ外国国籍の子を多
く養子としている国とわが国とでは，置かれて
いる状況が異なるので，その内容の紹介は，比
較的意義が乏しいと思われるので，今後も，紹
介の予定はない。

上記の特別法令のうち，①・②の２つの命令
については，現行の規則につき，筆者自身に手
になるの紹介原稿が存在する（後掲，（3）参照）。

（2）第１次草案と立法資料など
（a）第１次草案
紹介しようとするのは，「養育開始令」の第

１次草案である。施行は，上記①の連邦令と並

んで，来る2011年1月1日を予定されている（施
行予定日は，養育開始令［第１次草案］79条に明記さ

れている）。解説草案は，これまでの慣行によれ
ば，いわゆるアルバイトグルッペによって，作
成されたようである。
なお，今後の進行について補足すれば，対象

とする連邦令は法律ではないので，法律の場合
のような法案は作成されることはないものと思
われる。

（b）出典
本稿を作成するにあたって，参考とした欧文

の文献は，下記の資料である。
①第１次草案の元資料　　ドイツ語名では，

Verordnung über die ausserfamiliaere Betreuung
von Kindern.Vorentwurf.2009. 28S. ちなみに，ス
イス法の常として，これらの資料は３か国語で
公表される。邦訳にさいして筆者は，主にドイ
ツ語テクストを参照し，ときにフランス語テク
ストと比べた。
②報告 上記の条文・テクストの内容につ

いて，その解説ともいうべき公式の解説書が公
表されている。もっとも，ドイツ法のもとでの
同様の資料に比べると，かなり簡潔である。
ちなみに，同資料のドイツ語版の名称は，

Erlaeuternder Bericht zur Totalrevision der

Verordnung vom …. 2009. 59S.という。本稿での
草案の内容に係わる解説ついては，同稿の記述
に依拠している。以下の説明においては，
Erlaeuternder Bericht，または解説，と略記す
る。

（3）先行研究
本稿で対象とする第１次草案に関する邦語文

献は，本稿のほかには，いまだ存在しない。し
かし，現行の養育子令を対象する資料としては，
筆者自身の手になる下記の２つの文献がみられ
る。
①養育開始令　同令について，拙著『概説ス

イス親子法』，信山社，1995年，所収。235頁－
258頁において，現行の養育開始令についての
解説がみられ，同令の条文訳は，292頁以下で
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みることができる。1976年制定以来，今日に至
るまで，部分改正を経験していない。
読者の便と，本稿を作成する都合上，現行規

則の条文は，本稿の末尾に付け加えている。現
行規則の条文が読者の目に触れることができる
のは，次号・最終稿での掲載のおりとなるが，
原稿の体裁上，読者の了解を得たい。
②縁組仲介令　拙著『概説スイス親子法』前

掲所収，221頁－235頁，で同連邦令の解説がみ
られ，条文訳は，286頁以下に見ることができ
る。同令も，今日まで改正を経験していない。
ちなみに，同令についても，草案が公表され

ている。これについては，本誌・次号において，
明らかにする予定である。
③養子縁組法 養子縁組に関する本体とも

いうべき養子縁組法については，拙著『概説ス
イス親子法』前掲149頁－221頁を参照。いうま
でもなく，養子縁組法は，上記２つの命令の前
提となる一般法に相当する法律である（既述の
ように，養子縁組についての規則は，民法の中に収録

される）。

Ⅱ　養育開始令（仮訳）
（1）全体の構成
全体を展望する意味で，「款」まで拾ってみ

ると，下記のようである。

養子縁組に関する命令

第１章　総則

第２章　承認

第１款　共通の規定

第２款　１日養育

第２款Ｂ　１日施設養育

第２款　フルタイム養育

第３款　フルタイム施設

第４款　養育機関

第３章　権利義務

第１款　世話契約

第２款　1日養育および養育親

第３款　施設

第４款　養育機関

第４章　監督

第５章　国際関係

第１款　スイスの養育親による外国に居住す

る子の世話

第２款　外国での子の世話

第３款　監督

第６章　責任

第７章　統計

第８章　報告義務，通知請求権，通知義務

第９章　罰則

第10章　経過規定

（2）凡例
わが国での扱いと異なる点のみを記しておこ

う。
①条文の見出し　　わが国でいう「条文の見出し」

に相当する語句は，印刷の都合上，条数の右に付けて

いる。原典では，偶数頁（向かって，左側に印刷）で

あれば左の欄外に，奇数頁であれば右の欄外に，それ

ぞれ印刷されている。しかし，同様に著わすことは，

本誌の印刷形式からすれば，無理かと思われるゆえ，

上記のような印刷方式をとっている。

②コロンやゼミコロン　　コロン等は，原典にした

がった。ドイツ民法に比べると，コロン等が多出する。

条数を表現するのに誤解を避けるため，原典どおりに

示している。

③条文中の条数　　訳文中に，丸カッコを付して，

ときには本令の条数が，またときには民法典でのそれ

が，しばしば登場する。それらの条数は，訳者・松倉

がつけたものではなく，条文の原典に明示される条数

である。

１　規制の対象

第１に，解説の形式として，まず草案を示し，
それに続いて当該条文についてのコメントを付
すという方法をとった。コメントの部分では，
当然のこととして，現行の規則についても，ご
く簡単に論及している。
第２に，総論にわたる事柄は，すべての条項

の概要を説明したあとの方が，読者にとって理
解しやすい思われる。それゆえ，総論事項につ
いての説明は，本稿の「むすび」で扱うことに
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したい。

（1）草案の規定
規定の対象となる養育の形態と，許可制およ

び養育監督の総論事項を規定する。

第１条（対象）
①本令は，下記の許可について規定する：

a. １日父母，養親親，施設によって行う，
子の家庭外での養育；

b. 養育機関によって行う，養育親の下での
子の養育開始〔の許可〕；
②本令は，１日父母，養育親，施設および養

育開始機関に対する監督を規定する。

（2）コメント
以下，コメント欄での記述は，前述した「解

説」（vgl.Erlaeuternder Bericht S.27ff.）の記述に基づ
いている（以下同様）。記述的な事柄については，
いちいち原典の頁数を示すことはしない。紹介
の対象とする規則は，まだ制定・施行されてい
ない。いまだ第１次草案ゆえ，改正方向を素描
するに留める。

（a）現行法との規定面での違い
第１に，現行法と比べると，養育開始にあた

って，許可を要し，監督官庁の監督に服すると
いう構造は，同じである。しかし，現行の規則
にみられるような養育禁止についての規定はみ
られない（現行１条２項参照）。
第２に，現行の規則では，たとえば後見機関

による規制などにつき，留保規定が明示されて
いるが（現行３項），草案では，その種の規定は
みられない。

（b）草案解説
本条は，未成年子の家庭外での養育にさいす

る要請を規定する。スイス法のもとでの養育子
制度は，わが国での里子制度よりも，適用され
る子の範囲が広いと思われる（拙著・前掲『概説
スイス親子法』242頁を参照）

第１に，家庭外の養育というのは，最近親者，

たとえば父母や義理の父母による養育ではない
場合を意味する。家庭外というのは場所的な意
味だけではないので，たとえば保育（Tagesmutter）

のように，両親の家庭に来て子を世話・養育す
る場合も含まれる（vgl. Erlaeuternder Bericht S.27）。
そのさい，世話の程度，世話に委ねる理由，

世話する期間などは，問題ではない。いい換え
れば，規制の対象を分ける基準とはならない。
第２に，規制の対象につき，子の年齢は，１

日父母の場合にのみ意味をもつ。すなわち，こ
の場合には，養育を開始するについて，当局の
許可を必要としないものとされる（許可の免除，
8条１項を参照）。同様に，所定の仲介（8条１,d）

の場合にも，仲介にさいして子を預かる・世話
するにつき，許可を要しない（その他，対象とな
るか否かの詳細については，解説の記述に譲る，

vgl.Erlaeuternder Bericht S.27）。
ところで，子の養育についてはカントン法に

よる規定の存在が随所に予定されている（たと
えば，16条，23条，26条，30条ほかでは，カントン法

の規定の存在が予定されている）。歴史的には，カ
ントンの規制が先行し，連邦法令があとで制定
されので，カントンの規制を尊重しようとする
姿勢の現れと理解されている（拙著・前掲『概説
スイス親子法』243頁を参照）。
第３に，かつて現行法を紹介するさいにも述

べたように，本命令による規制対象は，施設養
育にも及んでいるので，わが国での「里子」規
制よりも，対象が広いといえそうである。

２　重要な用語の意味

（1）草案の規定
本命令で用いられている用語にうち，若干の

中心となる語につき，その語の意味を定義づけ
る規定をおいている。

第２条（定義）
本命令では，以下の意味で用いる：

a. 世話〔とは〕：子の，養育，教育，観察
または世話〔をいう〕，交換プログラム，住み
込み育児補助および学校教育を補充するプログ
ラム形式においても〔同じ〕；

92 MEIJO L.S.R. No.15

資料



b. １日父母〔とは〕：15歳以下の他人の子
を最大４日，週20時間の以上，定期的に，
および日中ずっと子を養育する権限のある人
〔をいう〕；

c. １日施設〔とは〕：定期的に週に少なく
とも20時間，日中ずっと，４人以上の未
成年の子を養育する権限のある施設〔をい
う〕；

d. 養育親〔とは〕：定期的に週に少なくと
も２日と夜 〔にわたり〕，３人までの
未成年の子を養育する権限のある人〔をい
う〕；

e. 全日（フルタイム）施設〔とは〕：定期
的に週に少なくとも２日と夜［にわた
り］，３人以上の未成年の子を養育する権限の
ある施設〔をいう〕；

f. 養育施設〔とは〕：養育親を任命し，か
つ監督し，さらにこの者の下での養育を開始さ
せる権限を有する機関〔をいう〕。

（2）コメント
（a）現行法との規定面での違い
第１に，現行の規則では，用語の定義付けを

行うという統一的な規定はみられない。それに
代えて，たとえば，１日養育につき，「12歳未
満の子を，報酬を得て，規則的に１日中，自己
の世帯で世話しようとする者は，…」（現行12条
１項参照）と定めるにすぎない（施設養育について
の同様の規定は，現行13条参照）。
第２に，現行規則には，養育親や養育施設に

ついての定義規定は存在しない。もっとも，
「養育親」という表現は，規則のいたるところ
で用いられている。また，養育施設については，
詳細な規定が存在する（現行13条－20条参照）。

（b）草案解説
世話・養育の語は，本命令の中心的概念であ

る。用語の説明ないし定義付けを行うのは，そ
れら区別により，許可や監督の規制が異なって
くるからである。本稿では，若干の補足をする
にとどめておく（現行規則のもとでの１日父母につ
いては，拙著・前掲『概説スイス親子法』 243頁を，草

案の解説については，Erlaeuternder Bericht S.27ff.参照）。
第１に，世話（Betreuung）とは，包括的に理

解すべきである。それゆえ，広く解釈すべきで
ある。ゲスト・ファミリーに子が世話される住
み込みの育児補助や，１年以上にわたりゲスト
ファミリーのもとで暮らす交換学生も，本令で
いう世話に含まれる。学校教育を補充する形式
のプログラムも含まれる。
第２に，１日父母というのは，最大４人まで，
15歳未満の未成年の子を，少なくとも週20時間
世話をする「人」をいう。
このような要件は，子どもごとに要求される。
15歳未満の子についてのみ許可義務がある。解
説によれば，子の年齢が高くなればなるほどに，
いわゆる保護指向が薄くなるからである
（vgl.Erlaeuternder Bericht S.28）。
第３に，１日施設は，前述した１日父母との

違いは，４人以上の子を世話する権限のある
「施設」をいう。たとえば，託児所（とくに昼間
両親が不在となる家庭の就学児童用のそれ），全日制
保育所，登校前後時間の世話をいう（ v g l .

Erlaeuternder Bericht S.28）。これらは例示であって，
今後も違った形態の世話施設が登場することが
強調されている。内容面での詳細は，解説に譲
る（vgl.Erlaeuternder Bericht S.28）。
第４に，全日世話には２種ある。養育親と全

日施設がそれである。養育親や全日施設は，１
日父母のような昼間だけでなく，夜にまたがる
世話が予定されている。
養育親の場合は，週に少なくとも２日，３日

までの未成年子を世話する場合をいう。この場
合にも，要件は子どもごとが基準となる。その
ような世話の形態をとる場合には，許可義務が
あるということである。現行の規則と異なり，
子どもの年齢は要件とはなっていない。また，
人数要件の３人というのは，３人同時に世話す
ることも可能だとされる。
他方，全日施設は，比較的長期にわたり生活

することが予定される孤児院，養護施設，青少
年施設など，比較的多数の子の世話をする施設
が想定されている。
第５に，各施設の境界につき，たとえば，１
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日父母の場合の人数については15条で，養育親
の場合は22条で規定される。その余の詳細につ
いては，解説の説明に譲る（vgl.Erlaeuternder

Bericht S.29）。

３　許可・監督を行う官庁

（1）草案の規定
養育の開始を許可する官庁，および監督を

行う官庁につき，下記の規定により特定されて
いる。

第３条（許可および監督を行うカントンの官庁）
①カントンは，許可の付与につき，および下

記の監督について，管轄権を有する官庁（カン
トンの官庁）を定める：

a. １日父母および養育父母〔についての監督
は〕，カントンの住所地の〔それが〕；

b. 施設および養育機関〔についての監督
は〕，カントンの所在地〔のそれが管 轄
する〕。
②個々の場合の子の養育の監督は，養育開始

の決定に関与した人と官庁が担当する。
③カントンの官庁は，専門の官庁である。
④カントンは，１日父母，１日施設の管轄を，
他の官庁に委ねることができる。

（2）コメント
（a）現行法との規定面での違い
第１に，現行規則では，１日養育，施設養育

といった養育形態の違いにより，それぞれ規定
が設けられている。たとえば，家庭養育につい
ての許可は，現行４条－５条で，また施設養育
についての許可に係わる規定は，現行13条－16
条で，規定される。
第２に，許可についての管轄官庁，および養

育監督について，規則を比べると，施設養育に
あっては，管轄官庁の許可（現行1条参照），管轄
官庁による監督（現行19条）という規定はある
が，草案のような具体的な定めではない。

（b）草案解説
第１に，立法者の説明によれば（Erlaeuternder

Bericht S.30），養子縁組の場合と同様に，他人養
育の領域での専門知識と経験ある人による養育
制度の運用を集中させることに狙いがあるよう
である。管轄の問題であるので，詳細について
は，解説（Erlaeuternder Bericht S.30f.）に譲る。
第２に，許可制と監督につき，現行規則をも

とに少し補足しておこう（詳細は，拙著・前掲
『概説スイス親子法』243頁以下を参照）。許可制と官
庁による監督という制度は，本連邦令制定前の
カントン法のもとでも，きわめて浸透した制度
であった。カントン法に比べて異なる点も少な
くないようであるが，それには立ち入らない
（カントン法との異同については，拙著・前掲『概説ス

イス親子法』243頁を参照）。

４　カントンの措置

（1）草案の規定
本条では，養育に関して，各カントンが執り

うる，またはとるべき措置について規定する。
スイスは連邦国家であるが，わが国などと異な
り，カントンの権限がきわめて強い。その現れ
が，３項に表されているように，補充的なカン
トンの立法権に示されている。

第４条（カントンの措置）
①カントンは，養育を行っている人の教育を

カントンが促進することによって，高い質の養
育を保証する措置を執る。
②カントンは，１日父母，養育親，施設，養

育機関に助言する専門の機関を明示する。カン
トンは，とくに養育親が危機の状況に陥ったさ
いにも，速やかな支援ができるように保証しな
ければならない。
③カントンは，養育を受けている子が，養育

される家庭で生活する人を加害することにより
損害を負わせる場合に備えて，団体損害補償保
険を締結しなければならない。
④カントンは，父母の家庭の外で成長する子

を保護するために，本命令のほかにも，規則を
制定することができる。
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（2）コメント
（a）現行法との規定面での違い
第１に，現行規則では，草案のような，積極

的なカントンの使命に係わる規定はみられな
い。
第２に，現行規則の定めは，「カントンは，

……本命令のほかに，〔他の〕規定を定めるこ
とができる」（現行３条参照）というのみである。
草案では，それに相当する規則はみられない。

（b）草案解説
第１に，解説（Erlaeuternder Bericht S.30）によれ

ば，現行規則（３条２項）のもとでは，カント
ンは養育子制度を促進するという権限を与えら
れているに過ぎないが，草案では，カントンが
とるべき義務，とくに高い質の養育を保証する
「義務」を課していることが，特色の一つと評
価される。規定には明記されていないが，養育
制度の質を高めるために，この制度に携わる人
の教育や相談にのることも，本条の義務の一つ
と明言されている。
第２に，とくに養育親などに助言することを

使命とする専門施設の設立も，カントンの手を
通じて実現すべきことを明記する（２項参照）。
第３に，損害保証保険への加入を義務ずけて

いる。立法者の意見によれば，24時間，子ども
の事故に対応できる保険への加入を求めている
（Erlaeuternder Bericht S.30f.）。これまでのカントン
における実務経験から学んだことを，今回の改
正のおりに導入を提言する趣旨のようである。
第４に，本令のほかに，カントンの規則制定

権を保証する規定を置く（４項参照）。現行（３
条１項）と同趣旨である。

５　養育の許可と許可義務

（1）草案の規定
養育開始にさいする許可義務など，養育子令

の中心に係わる規定が用意される。

第２章 許可
第５条（原則）
①子の福祉を最大限に尊重しなければならな

い。
②子の養育開始または養育〔開始の〕の許可

は，子につき，下記のことが保証された場合に
のみ付与される：

a. 身体的，精神的，社会的，感情面での子
の発達が促進される〔という保証〕；

b. 家庭の，文化的なまたは宗教的な背景が
損なわれることがない〔という保証〕；

第６条（許可を得るべき義務）
③子が，以下の養育に委ねられるには，許可

が必要である：
a. １日父母，養育父母または施設での養育

〔に委ねられるには〕；
b. 養育親が養育機関として養育が開始され

るには。
④急迫の危険な状況にある子を養育すること

を欲する者は，期間や養育が適法である場合で
も，〔養育開始の〕許可をえなければならない。

（2）コメント
本条はいわゆる許可制を定めている。ちなみ

に，許可義務の対象とならない許可の免除につ
いては，後述８条に規定がみられる。

（a）現行法との規定面での違い
第１に，現行規則では，「家庭養育」につき

許可の一般的な要件（現行５条），施設養育にさ
いする許可の要件（現行15条）を明記する。現
行規則のもとでの「家庭養育」については，比
較的詳しく紹介しているので，別書を参照され
たい（拙著・前掲『概説スイス親子法』247頁－258頁
を参照）。
第２に，草案では，子の福祉の尊重という一

般条項のほかに，若干の具体的な基準が明示さ
れる。
第３に，現行規則では，「許可制」という表

現が草案の内容に近い。許可制を定める規定を
明記すれば，家庭養育につき４条（とくに見出し
を参照），一日養育につき12条（ただし届出制），
施設養育について13条（見出しと１項）がそれで
ある。
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第４に，草案では，養育父母，１日父母，施
設養育のいずれの場合にも，許可が必要である
ことを明記している。強いて違いをいえば，
「１日父母」についても，許可制を明記したこ
とが，規定面での違いである。

（b）草案解説
第１に，許可を認める一番の要素は，子の福

祉である。解説の補足説明によれば，管轄官庁
が，許可を付与するかどうかの判断するさい，
および監督官庁が許可を取り消すかどうかを判
断するさいに，子の福祉を基準とするという趣
旨である（vgl.Erlaeuternder Bericht S.31）。詳細につ
いては，解説の説明に譲る。
第２に，養育開始の許可にさいしては，つぎ

の２つの基準が明示される。その一つは，子に
つき所掲の発達が促進されること，他の一つは，
養育家庭につき，家庭の文化ないし宗教的背景
が損なわれないこと，である。解説では，その
内容について，殆ど説明がみられない。
第３に，草案の解説によれば，たとえば子が

休暇や週末に，名付け親やその他の人のもとで
過ごすような場合でも，許可義務ある世話・養
育にあたる（vgl.Erlaeuternder Bericht S.32）。
他方，緊急養育の場合にも（２項），適法性や

世話の期間は問題とされない。許可が必要とい
う立場を明解にしている（vgl.Erlaeuternder Bericht

S.32）。
第４に，本条は，いわゆる許可制を採用して

いるのであるが，許可が免除，いいかえれば，
許可を要しない場合もある（後述８条２項参照）。

６　許可申請者など

以下では，許可を申請すべき者，許可を要し
ない許可義務の免除，養育の禁止などの項目が
規定される。

（１）許可の申請者
（1）草案の規定
7条以下では，許可申請すべき者，許可義務

の免除，養育の禁止などが定められる。

第７条（申請者）
下記の者は，許可を申請することができる。

a. １日父母，養育親［の場合］：行為能力
を有する自然人は，その民事身分や，その者が
単独で生活するのか，または他の者と共同生活
をしているかは問わない；

b. 施設の場合；私法上または公法上の法
人，および行為能力を有する自然人または人的
会社；

c. 養育機関の場合； 私法上または公法上
の法人，および行為能力を有する自然人または
人的会社。

第８条（許可義務の免除）
①下記の場合には，許可を必要としない：
ａ．親族または姻族による子の１日養育；
ｂ．孫の養育；
ｃ．監護権を有する父母の一方と同じ世帯で

生活するパートナー婚配偶者による子の養育；　
ｄ．スイス国内での，任意のまたは監督付き

での，１日父母または養育親による養育地の仲
介。
②カントンは，１日父母，養育親，養育のた

めの施設の適性，および監督が，その他の方法
で保証されるときは，前項のほかに，許可義務
の例外を定めることができる。

（2）コメント
（a）現行法との規定面での違い
第１に，草案７条では，養育のタイプ別に，

申請権利者ないし申請義務者が明記される。こ
れに対して現行の規則では，そのような養育の
開始を望む者が申請義務者であるという前提に
立つが，義務者ないし権利者という規定の仕方
ではない（家庭養育につき，５条・８条，１日養育に
つき12条，施設養育につき13条）。
第２に，現行の施設養育のついて許可が免除

される場面については，草案８条において，詳
細な規定がみられる（現行13条参照）。他の法律
等により監督を受ける施設について，許可義務
を免除しているものと思われる。
草案の場合も，許可を免除するのは，同じよ
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うな理由からと思われるが，規定のみでは，そ
の違いがわからない。

（b）草案解説
第１に，許可の申請者については，養育のタ

イプ別に申請者が明記される。これまた，別段
の説明を要しないであろう。強いて補足すれば，
たとえば申請者に配偶者が存在する場合でも，
申請は単独で行うことができる。
第２に，許可義務の免除については，具体的

に免除場面が明記される。これについても，特
段の説明を要しないであろう。パートナー婚の
場合も，法律上の夫婦における親族による養育
につき，許可を免除するものである。
第３に，カントン法による，さらなる免除が

認められる。もっとも，その意図と監督が保証
されること，たとえばカントンの学校法に基づ
き，特別な施設において，許可義務と監督とが
保証されるような場合が想定されている（vgl.

Erlaeuternder Bericht S.33）。

（1）草案の規定

第９条（養育の禁止）
許可を得る義務がない場合において，カン

トンの官庁が，養育をする人が教育面，性格面，
健康面で，その任務を果たせない，または養育
の状況が明らかに不十分であることを知ったと
きは，子の養育［の開始］は，禁止される。

（2）コメント
（a）現行法との規定面での違い
第１に，たとえば，施設養育において，「未

成年子の養育は，許可が付与されたのちでなけ
れば，これを開始することができない」（13条3
項）と明記される。
家庭養育においては，同様の規定はみられな

いが，許可がないかぎり，養育の開始が許され
ないことは，「許可制」を採用することからも，
当然の前提であろう。
第２に，現行18条では，許可の存続要件とも

いうべき規定がみられる。すなわち，許可の当

時と事情が変わったときには，事業の中止を含
めて，官庁への報告義務が明記される。なお，
現行の「家庭養育」9条・12条では事情変更に
係わる規定がみられるが，事業の中止について
の規定はみられない。

（b）草案解説
第１に，本条に基づく養育の禁止は，許可を

得た養育だけでなく，許可を得ていない養育，
たとえば親族による養育についても，所与の状
況が生ずれば，養育が禁止されるのである
（vgl. Erlaeuternder Bericht S.34）。
同様の養育禁止は，現行１条２項でも明示さ

れており，草案の規定は，これを踏襲するもの
である。

７　申請の審査と許可決定

以下では，許可申請の審査主体，許可後の通
知などが規定される。

（1）草案の規定
10条で申請の審査，11条では許可決定を定め

る。

第10条（申請の審査）
①カントンの官庁は，申請を審査する。
②カントンの官庁は，特別の専門知識を有す

る施設および人の意見を徴することができる。
③カントン［の管轄］は，養育機関により指

名された養育親（第44条１項ａ）からの，簡易手
続での許可の付与を求める申立てを審査するこ
とができる。

第11条（許可の決定）
①カントンの官庁は，許可について決定する。
カントンは，その決定の説明をする。
②カントンの官庁は，許可を付与する者に，

結果を通知し，同時に権利義務につても知らせ
る。
③許可は，暫定期間を付し，かつ負担や条件

を付すこともできる。
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（2）コメント
（a）現行法との規定面での違い
第１に，許可決定について，現行規則は存在

しない。
第２に，家庭養育では，許可の要件につき５

条，８条，施設養育では，許可の要件につき15
条，16条を，それぞれ参照されたい

（b）草案解説
第１に，審査にさいして，審査の対象は，申

請者の置かれる状況を仔細に解明することにあ
る。子の必要とむすびついた世話につき，つぎ
のこと，すなわち，それぞれの養育形態におい
て，対象とする子に適するかどうかを吟味する
ことが，管轄官庁にとって，ここでの任務の内
容である（vgl. Erlaeuternder Bericht S.34）。ここで，
「子の必要」というのは，特別または稀なそれ
をいうのではなく，通常の場合のそれを意味す
る。
具体的には，子にとって困難な状況が生じる

可能性や，心理面への影響，いわゆるADHSシ
ンドローム（注意散漫）などの診断で足りる，
とされる。
第２に，上記の審査にさいして，専門家の意

見を徴することが求められている。内容は，当
然のことであることもあって，解説でも，特段
の説明はなされていない。
第３に，簡易手続については，すべて解説の

説明に譲ることにする（vgl. Erlaeuternder Bericht

S.35）。
第４に，許可が認められなかったさいには，

とくに１項の決定結果についての説明が意味を
もつ。これに対して，申請が許可されれば，養
育開始後の権利義務についての知識を必要とす
る。なお，決定内容につき，例外なく申請者に
結果が知らされることは，３条１項が予定して
いるところである。
権利義務の点では，管轄官庁への報告義務が

重要視されているようである（18条，21条，25条，
29条，3条などを参照）。
第５に，試行的な許可も認められている（３

項参照）。期間面での制約が中心である。たとえ

ば，1日養親または養育親にあっては，６か月
以上にわたる試行期間は予定されていない
（vgl. Erlaeuternder Bericht S.35がこれを明言する）。

８ 許可の取消・変更など

事情の変更や重大な瑕疵が発見された場合に
は，いったん出された許可が取り消される場合
がある。以下では，許可の取消・撤回などが規
定される。

（1）草案の規定

第12条（許可の変更）
①事情が変更したときは，カントンの官庁は，
許可の要件が，なお充足されているか否かを審
査する。
②必要な場合には，カントンの官庁は，許可

を適合させる。

第13条（許可の取消）
①許可の要件がもはや満たされていず，かつ

瑕疵が速やかに解消されないか，または瑕疵の
除去の措置が充分でないと思えるときは，カン
トンの［管轄］官庁は，許可を取り消すことが
できる。
②カントンの官庁が，養育機関の許可を取り

消したときは，カントンの官庁は，子の機関が
指名した養育親が，他の養育機関に代わりうる
かを，審査する。
③養育開始［を認めない］決定を下したカン

トンの官庁は，取消が効力を生じる前に，子が
他の場所で養育開始することを勧める。必要な
場合には，カントンの官庁は，養育開始にさい
して，子を救助する。
④遅滞すれば危険がある場合には，カントン

の官庁は，子を一時的に他の場所に移し，即時
に施設の閉鎖を命じる。

第14条（許可の撤回）
①事後に，許可の要件が満たされていなかっ

たことが明らかとなったときは，カントンの
［管轄］官庁は，許可を撤回する。
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②1日父母が，特別な必要のため，子の養育
を欲するときは，1日父母に任せられる子の数
の確定のさい，このことを考慮しなければなら
ない。
③他人の子を養育することを欲する者は，１

日施設についての規定に服する。

（2）コメント
（a）現行法との規定面での違い
第１に，事情の変更については，施設養育に

ついて現行18条で規定される。草案は，対象を
施設養育に限定していない。
第２に，許可の取消については，施設養育に

ついて現行20条に規定される。事情の変更の場
合と同様に，草案は，取消の対象を施設養育に
限定していない。
第３に，許可の撤回については，現行の施設

養育にすら規定がみられない。草案の規定が新
設規定といえる。

（b）草案解説
第１に，いったん開始された養育につき，そ

の後の事情の変更がありうる。そのさいには，
官庁への報告義務が課せられている。
たとえば，１日養育や養育親にあっては37条

で，施設養育にあっては42条で，養育機関にあ
っては52条で，官庁については71条で，それぞ
れ規定が用意されている。 これにより事情の
変更を知った管轄官庁は，許可要件が充そくさ
れているかを審査・確認するという構造がとら
れているのである。
第２に，許可の取消については，許可が取り

消されることがあること，養育機関の取消にさ
いしては，他の機関が養育親を審査し，そこで
子が養育される可能性を探すこと，急を要する
場合には，施設の閉鎖を明示しうること，など
を定める。ちなみに現行20条は施設養育につい
て，規定を置いているが，他は取消についての
直接の規定は存在しない。
ちなみに，ここで，取消原因については，瑕

疵の重大性が問題の対象であって，養育機関な
どの有責性が問われるわけではない（ v g l .

Erlaeuternder Bericht S.36）。その旨を，草案の起草
者は強調している。瑕疵の具体的内容は，５条
にいう子の福祉が基準となるようである。
第３に，許可の撤回については，草案の解説

では，「この規定については，〔条文に〕追加す
べき説明を要しない」というのみで，まったく
説明がない。

９　１日養育

以下では，養育の対象別に，１日養育，施設
養育など，各養育形態についての規定が用意さ
れる。

（1）草案の規定

第２節 １日養育
第１款 １日父母
第15条（子の総数［制限］）
①１日父母は，最大４人まで他人の子を養育

することができる。１日父母は，自身の子を含
めて，同時に，５人以上の未成年の子の養育を
することはできない。
②１日父母が，特別な必要のため，子の養育

を欲するときは，養育親に任せられる子の総数
の確定のさい，〔前項のこと〕を考慮しなけれ
ばならない。
③４人以上の子を養育したいことを欲する者

は，全日施設についての規則に服する。

第16条（許可の要件）
①１日父母が，以下の状況にあるときは，許

可が付与される：
a. ［１日父母が］養育を受ける子の福祉を

保証するとき；
b. 他人の子を養育することにより，家庭内

で生活する他の子の福祉が損なわれることがな
い［ということ］；

c. 損害補償保険〔契約〕を締結しているこ
と；

d. カントン法が要求する要件を満たしてい
ること。
②特別な必要を要する子の養育のために，１
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日父母は，前項に加えて，相当な専門知識を有
するか，または相応の期間内にそれを取得しな
ければならない。

第17条（申請）
申請には，少なくとも，つぎの表示と証明書

類を必要とする：
a. 申請する人，その者の教育歴，職業上の

活動歴；
b. 家庭内で生活する未成年子の総数，年齢，

および特別な必要［の存在］；
c. 養育を受ける子の総数，年齢，および特

別な必要［の存在］；
d. 申請者の刑罰登録抄本，および家庭内で

生活するすべての成年子。

第18条（許可）
許可［文書］には，とくに下記の表示を明記

する：
a. １日父母が養育できる子の数；
b. 特別な必要があるとする子を，１日父母

にどの範囲まで養育できるか；
c. 要求される専門知識〔の内容〕；
d. １日父母の権利義務（第34条－37条）。

（2）コメント
（a）現行法との規定面での違い
第１に，現行規則での「１日養育」のもとで

は，12歳未満の子のみを対象としており，人数
についての制約は定められていない。草案によ
れば，年齢が未成年者まで拡大されるとともに，
人数の制限が明記されているので，規制が強化
されていると評価できるであろう。
他方で，養育状況の欠陥を除去するための措

置が奏功しなかった場合などにおいては，それ
以上の子を養育することが禁止される旨の規定
が存在する（現行12条３項）。このような規制は，
許可の取消とも異なる。なぜなら，新たに「他
の子を養育することが禁止」されるにとどまり，
従前から養育する子については，直接的には言
及していないからである。
第２に，人数が４人を超える場合には，より

制約が厳しい「施設養育」の規制を受けること
になる。
第３に，許可の要件につき，現行の規則では，
許可の一般的要件については第５条が，また監
督については第10条が，それぞれ適用されるこ
とになる（現行５条・10条参照）。現行規則と比べ
て，構造が異なるので，比較が難しいという状
況にある。
第４に，1日養育の許可申請につき，現行規

則では，規定そのものが見当たらない。その意
味で，上記草案の規定は，新設規定といえる。
第５に，「１日養育」につき，現行規則では，

前記の申請の場合と同様に，許可についても，
規定そのものが見当たらない。その意味で，上
記草案の規定は，新設規定といえる。

（b）草案解説
第１に，人数制限は，施設養育との限界づけ

の意味をもつようである。前述のように，現行
規則のもとでは人数制限がない。草案の解説に
よれば，このことにつき，カントンおよび利害
関係機関とうから，批判があり，草案15条は，
その批判を受け入れた規定となっている（批判
の内容は解説でも明らかではない，vgl.Erlaeuternder

Bericht S.37）。
第２に，人数制限は絶対のものではない。そ

の旨を明記したのが２項の規定である。子の福
祉の観点から，４人を超える１日養育が許可さ
れることはあるが，許可要件や監督が厳しくな
るとの趣旨であろう。
第３に，許可の要件に関する16条の規定は，

最低要件を定めるにすぎず，カントンは，４条
４項の規定に基づいて，追加要請を定めること
が許される（その旨が明言される，vgl.Erlaeuternder

Bericht S.37）。
立法者の説明では，たとえば障害のある子を

引き受ける場合，より多くの費用がかかる。そ
のような場合には，費用負担に見合う経済的な
基礎が存在することが，許可要件の一つとして
重要である，といわれる（vgl.Erlaeuternder Bericht

S.37）。
第４に，16条２項の要求する専門知識の存在
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は，すでに申請の段階で必要とされるわけでは
ない（vgl.Erlaeuternder Bericht S.37）。
第５に，申請のさいに必要とされる書類など

は，17条で具体的に明示されるので，草案の解
説でも，17条で要求される書類は最低限のそれ
を示しているに過ぎず，カントンが，独自の判
断で，追加の書類を要求することができること
は，当然の前提とされる。
第５に，申請の許可には，許可の基準が規定

されるのではなく，許可される文書に書かれる
旨が明記されているに過ぎない。それゆえ，比
較法面での意義が乏しいと思われるので，内容
はすべて解説の記述に譲る（vgl.Erlaeuternder

Bericht S.38）。

10 １日施設養育

前記の１日養育に比べると，規模が少し大き
くなる施設養育についての規定が用意される。
1日養育と比べると，規制が強くなっている面
が多くみられる。

（1）草案の規定

第２款 １日施設
第19条（許可の要件）
①施設が以下の状況にあるときは，許可が付

与される：
a. 養育を受ける子の福祉が保証されると

き；
b. 必要な専門的教育と，相当な教育的能力

を証明することができる養育をする人が，充分
な数だけ存在すること；少なくとも，現存する
養育をする人の四分の一が；

c. とくに，養育を行う人，居住空間，求職，
開かれている時間，および解除［を申し出る］
期間，料金表［などを］含んだ企画［案］を提
出されているとき；

d. 経済的な基盤が保証されるとき；
e. カントン法が要求する要件を満たしてい

るとき。
②さらに，［養育すべき］特別な必要のある

子の養育につき施設が，養育につき責任を負う

者の，相当な特別の資質を証明しなければなら
ない。

第20条（申請）
申請〔書〕には，少なくとも，以下の表示と

証明書類を含んでいる必要がある：
a. 施設で養育する子の数；
b. 特別な養育の必要とする子を，養育できる

範囲；
c. 指導者の一身上の事柄および職業上の資

格；
d. 職場計画，とくに協働者の総数と職業上の

資格，および施設内の機能；
e. 指導者および協働者の刑罰登録抄本；
f. 第19条１項ｃに基づく企画。

第21条（許可）
許可〔にさいして〕は，一身上の事柄のほ

かに，とくに次のことを表示する：
a. 施設において養育できる子の数；
b. 特別な養育を必要とする子を，どの範囲ま

で養育できるか；
c. 養育を受ける子ごとに，または養育を受け

るグループごとに，養育する人の数；
d. 必要とされる専門知識；
e. 申請にさいして提示される企画と計画；
f. 施設の権利義務（第34条，第39条－第43

条）。

（2）コメント
（a）現行法との規定面での違い
第１に，草案のもとでは，「１日施設」養育

（本条）と，「継続施設」養育（後述39条）とが予
定されるが，現行規則のもとでは，「施設養育」
（現13条以下）しか存在しない。前者の「１日施
設」養育が新設といえる。したがって，施設養
育の比較は，後述39条のコメントのおりに示す
ことにしたい。
第２に，「１日施設」養育につき，現行では

規則がみられない。上記の草案20条・21条の規
定は，いずれも新設といえよう。
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（b）草案解説
第１に，施設養育においては，19条１項のａ

号からｅ号をみれば明らかなように，他の養育
の場合よりも，より高い要件が要求されている。
たとえば，スタッフの数や施設の広さ，さらに
は経済的基盤の充足いう要請は，他の養育パタ
ーンではみられない。
第２に，施設の指導者や協力者（スタップ）

については，専門的な資格まで要求しているこ
とや，ときには（２項参照），特別な資質を備え
るスタッフの存在を要求する点は，とくに後述
するフルタイム養育の場合との大きな違いであ
る（詳細については，vgl.Erlaeuternder Bericht S.38f.）。
第３に，申請に係わる解説は，すべて前記17

条での説明を参照するように指示されている
（vgl.Erlaeuternder Bericht S.39 での20条についての説明

を参照）。
第４に，申請の許可についても，前記18条で

の説明したことが，ここでも適用される旨が明
言されている。ここでも，基礎事情に変更が生
じたときは，許可した官庁への報告義務が課せ
られている（40条参照）。

11 フルタイム養育

以下で扱われるのは，養育・世話の期間が，
相対的に長期にわたることの多いフルタイム養
育について規定する。

（1）草案の規定

第３節 フルタイムの養育
第１款 養育親

第22条（子の数）
①養育親は，３人まで他人の子を養育するこ

とができる。養育親は，自分の子を含めて，同
時に４人以上の未成年の子を養育することはで
きない。
②養育親が，特別な必要のため，子の養育を

欲するときは，養育親に任せられる子の総数の
確定のさい，このことを考慮しなければならな
い。
③3人以上の子を養育することを欲する者は，

フルタイム施設についての規定に服する。

第23条（許可の要件）
①養育親が，つぎの状況にあるときは，許可

を付与される：
a. ［養育親が］養育を受ける子の福祉を保

証するとき；
b. 他人の子を養育することにより，家庭内

で生活する他の子の福祉が損なわれるこ
とがない［ということ］；

c. ［養育親が］子の良き養育という要請に
充分な住居環境で生活していること；

d. 損害補償保険〔契約〕を締結しているこ
と；

e. ［養育親に］経済的な基盤が存在するこ
と。

f. カントン法が要求する要件を満たしてい
ること。
②特別な必要を要する子の養育のために，養

育親は，前項に加えて，相当な専門知識を有す
るか，または相応の期間内にそれを取得しなけ
ればならない。

第24条（申請）
申請には，少なくとも，つぎの表示と証明書

類を必要とする：
a. 申請する人，その者の教育歴，職業上の

活動歴；
b. 家庭内で生活する未成年子の総数，年齢，

および特別な必要［の存在］；
c. 養育を受ける子の総数，年齢，および特

別な必要［の存在］；
d. 居住関係についての記述；
e. 経済的状況についての記述；
f. 申請者の刑罰記録抄本，および家庭内で

生活するすべての成年子。

第25条（許可）
人員のほかに，少なくとも，以下の表示およ

び証明書類を必要とする：
a. 養育親が養育することができる子の総数；
b. 特別な必要のある子を，養育親にどの範囲
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まで養育できるか；
c. 要求される専門知識〔の内容〕；
d. 差し迫った危機的状況にある〔子の〕養育

開始につき，〔申請している〕養育親が，
適するかを；

e. 養育親の権利義務（第34条－38条）。

（2）コメント
（a）現行法との規定面での違い
第１に，草案22条に相当する規則は，現行規

定には存在しない。
第２に，草案23条に相当する規定はみられな

い。
第３に，草案24条に相当する規定は，現行法

にはみられない。
第４に，草案25条に相応する規定はみられな

い。

（b）草案解説
第１に，草案22条は，条文の見出しにも書か

れているように，例外はあるものの，養育する
子の数を制限していることに重点がある。
規定構造も表現も，１日養育（15条以下）の

場合と，きわめて近似している。しかし，人数
の点では，１日養育の場合よりも，制約が強い。
違いの根拠につき，解説によれば，「養育親と
子どもとの間の養育関係が，１日養育の場合よ
りも，より強いという事情に基づく」（vgl .

Erlaeuternder Bericht S.39）。
つまり，１日養育では，１日のみ養親家庭で

養育されるにすぎない。夜や週末には実親のも
とで暮らしている。これに対して，フルタイム
養育にあっては，１週間，数か月，ときには数
年にもわたって，養育親のもとで生活するのを
通例とする。その意味で，１日養育の場合より
も，養育子が養育親の家族生活に完全に組み込
まれる度合が異なっている。
第２に，子の数につき，その余の関係は，解

説では必ずしも明言されていないが，前述した
15条以下での解説の説明が妥当するであろう。
第３に，許可要件に関する23条の表現は，１

日養育を扱う16条と殆ど同じと言えるほどであ

る。表現上の違いは，23条では，養育親の経済
的な基礎を要求している点のみである。このよ
うな違いを要求する理由についての直接の表現
は，解説では触れられていない。間接的に，フ
ルタイム養育では，子の福祉という要請が，よ
り強いから，というにとどまる（vgl.Erlaeuternder

Bericht S.40）。
補足すれば，２項の表現は，23条と16条とで

まったく同じ表現を用いられているが，前者の
場合の方が，より強い要請が働くものとされ
る。
第４に，草案24条－25条については，「草案

17条－18条の解説を参照せよ」と表現されるに
とどまる。わずかに24条では居住関係に係わる
記述と，経済的状況の記述が要求される点が異
なる。推測すると，後者は「第１」に述べた理
由により，後者は人数の違いから生ずる違いか
と思われる。

12 フルタイム養育の施設

以下では，養育子の数においても，施設の規
模においても，最も規模が大きくなることが想
定されるフルタイム養育の施設養育が規定され
る。

（1）草案の規定
施設養育にさいする許可の要件が規定され

る。他の場合に比べて，許可の要件が相対的に
厳しいことがわかる。

第２款 フルタイム施設
第26条（許可の要件）
施設が以下の状況にあるときは，許可が付与

される；
a. ［施設が］養育を受ける子の福祉を保証し

ていること；
b. 施設の基本方針，目的，方法を確定する教

育法についてのコンセプトが存在し，さ
らに施設で養育しようとする，子どもの年齢別
かつ子どもの特別な必要に対応できる〔スタッ
フの〕人数についての表示があること；

c. 子の世話を行うに足りる，スタッフの人数
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が充分あること；
d. 子の良き養育の要請に足りる〔居住〕空間

を備えてること；
e. 子を養育するために充分な数の協働者が存

在すること；
f. 安全および衛生に係わる要請の維持が保証

されていること。
g. 経営企画，とくに開いている時間，休暇，

解除期間［などの］経営企画を提示すること；
h. 相当な保険による保護，とくに労働法上の

規定される保険（AHV/ALV/IV，年金金庫，操
業事故や非操業時の事故，疾病手当て，使用者
責任保険）により保証されていること；

i. 経済的基盤を有すること；
j. カントン法が要求する要件を満たしている

こと。

第27条（承認される教育）
①養育任務を担当する，施設の指導者および

スタッフは，下記の能力を有することを要す
る：

a. 下記につき，教育を終えていること：
1. 社会教育，特別教育，または社会的労働，

または
2. 養育施設における〔前述の〕任務を果たす

のに適する心理学または教育学に近接した専門
領域〔の教育を〕；および

b. 子の世話と教育につき，充分を実務上の経
験を有すること。a号2による教育経験を有する
人は，施設において子の世話人としての，少な
くとも６か月以上の職歴を有する旨を証明する
ことを要する。
②前項に加えて，指導者は，指導者として，

相応の資格を有することを要する。
③さらに施設〔の場合〕は，特別な必要を要

する子どもの世話のために，そのために予定さ
れる人につき，相応の職業上の資格を証明しな
ければならない。
④必要とされる専門的な資格を有しない者

は，資格を有する者の指導のもとでのみ，子を
世話することができる。現存する世話をする人
の少なくとも半数は，教育を終えた者であるこ

とを要する。

第28条（申請）
許可は，少なくとも，以下の表示と証拠書類

を必要とする：
a. 施設の目的，法的な形式および経済的な基

盤；
b. 養育を受ける子の総数，年齢，特別な必

要；
c. 教育上のコンセプト，特別な養育の提供，

授業プログラム，自由時間プログラム，治療の
提供内容；

d. 施設が提供する意思があれば，差し迫った
危機の状況にある子の養育のための企画（コン
セプト）；

e. 管轄官庁が協働を除外していない範囲で，
父母との協働のための企画；

f. 指導者の一身上の事柄，および職業上の資
格；

g. 職場計画，とくに協働者の総数と職業上の
資格，および施設内の機能；

h. 指導者および協働者の刑罰登録抄本；
i. 子が生活する〔居住〕空間の〔利用〕規則

および備品；
j. 経営企画，料金表，保険加入証明書；
k. 衛生や安全についての企画（コンセプ

ト）；
l. 法人の施設である場合には：機関の定款と

名称。

第29条（許可）
a. 施設において養育できる子の数；
b. 特別な養育を必要とする子を，養育できる

範囲；
c. 養育を受ける子ごとに，または養育を受け

るグループごとに，養育する人の数；
d. 差し迫った危機的状況に瀕している子のた

めにとる施設の対応；
e. 必要とされる専門知識；
f. 申請にさいして提示される企画と計画；
g. 施設の権利義務（第34条，第39条－第43

条）。
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（2）コメント
（a）現行法との規定面での違い
草案26条－29条は，明確な意味では，現行規

則では相応する規定がみられない。現行の施設
養育に置き換えて考えれば，現行13条・14条以
下の規定が対応することになる。
（b）草案解説
第１に，草案26条の内容は，同19条（１日養

育の場合に備えるべき施設）において似た規定が多
い。それはともかく，３人以上の子を養育する
場合（22条３項）にも，フルタイム施設につい
ての規定が適用される。
１日施設養育に関する19条との最も大きな違

いは，草案解説によれば，専門知識を有するス
タッフが要求される点である（vgl.Erlaeuternder

Bericht S.40）。とくに，ｂ号の規定にその趣旨が
表現されているということかと思われる。
第２に，草案27条は，フルタイム施設に固有

の要請といえる。草案解説では，１日養育に比
べて，より質の高い要請が必要とれれる旨が強
調される（vgl.Erlaeuternder Bericht S.40）。
なお，３項・４項の内容は，前述した19条２

項・３項の説明と同じである（Erlaeuternder

Bericht S.41 がその旨を明言する）。
第３に，草案28条の内容は，同20条の内容と

かなり近い。規定上，まったく同じといえる表
現が，５つの号にわたっている。表現を変えれ
ば，28条の規定は，20条の規定にフルタイム養
育を行う施設として備えるべき要請をつけ加え
たと言えるであろう。
規定の異なるのは，28条では，ｃ－ｅおよび

28条ｉ－ｌの７つ号の規定が追加されている。
異なる点である，教育方法についてのコンセ

プト，危険が生じたさいの子どもの世話のあり
方，居住空間の設備，料金や保険，衛生・安全
への配慮，などの項目は，施設が大きくなれば
なるほど，強く要請される項目であろう（詳細
については，vgl.Erlaeuternder Bericht S.41）。
第３に，草案29条の内容は，同21条と比べる

と，29条では，21条の規定はすべて繰り返され
ていて，29条d と f とが追加されているに過ぎ
ない。

異なる点である危機に遭遇したさいの対応，
施設のコンセプトなどの項目は，どのような施
設についても必要とされる項目であろう。簡潔
には，解説（Erlaeuternder Bericht S.41）の説明に譲
る。

（次号につづく）
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